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【公共交通シンポジウムの開催】
　当町における交通に関する現状
と課題を把握してもらい、地域住
民が自分事として考えるきっかけ
作りとなることを目的に開催し
た。

【参加者数】
１８８人
　コーディネーターに大阪大学工
学研究科　助教の猪井先生をお招
きし、基調講演を行った。また、
パネルディスカッション、真美ヶ
丘中学校からの提案書の交付を受
けた。

　今後も公共交通を地域住民の
方々に考えていただける場を作
り、地域住民一体となって公共
交通を考えていく。

【標準的なバス情報フォーマット
サービス】
　時刻表、停留所情報を経路検索
サイト上で検索・表示できるよう
にし、利用者へよりわかりやすい
情報の提供を行った。

　ジョルダン、NAVITIME、ヴァル
研究所、駅探等の経路検索サイト
で時刻表、停留所情報を検索でき
るようになった。

　今後もコミュニティバスの時
刻・経路のわかりやすさを第一
に、公共交通バスの環境整備に
努める。

【お買い物ポイント制度の実施】
　平成２９年１１月１日からお買
い物ポイント制度を実施。
　町内の商業施設と連携し、無関
心層の取り込みを行った。

【お買い物ポイントカード回収枚
数】
　　　イズミヤ　１０５枚
エコール・マミ　　９６枚
　エバグリーン　　４１枚
　　　　　合計　２４２枚
（平成２９年１１月～平成３０年
３月）

　平成２９年１１月１日から始
まった制度であるが、毎月各店
舗での回収枚数は増加してい
る。
　今後はSNS等も積極的に利用
し、周知活動を強化するととも
に、参加事業者を増やしてい
く。

平成２９年度における取組事業

【広陵元気塾との連携（政策間連
携】
　当町のけんこう推進課で健康増
進を目的とした広陵元気塾を毎月
開催をしており、健康意識の高い
参加者に対して広陵元気号の利用
促進を行った。

【参加者数】
１，４０５人
（平成２９年６月～平成３０年３
月）
【広陵元気塾参加者の広陵元気号
利用率】
２６．３％

　広陵元気塾参加者の広陵元気
号の認知度は、ほぼ１００％と
なっている。利用促進のため、
無料乗車券の配布も行ってい
る。
　広陵元気号の利用率をあげる
べく、周知方法を改善する。

【バスの乗り方教室（モビリティ
マネジメント）】
　将来の公共交通の利用者である
小学６年生に対して、バスに慣れ
親しんでもらい、安全や渋滞解消
などに関して公共交通の大切さや
環境面を理解してもらうことを目
的に、バスの乗り方教室を開催し
た。

【参加者数】
２４５人（４校）
（平成２９年６月～平成３０年１
月）

　広陵西小学校は、学校都合に
より日程が合わなかったため、
未実施となっている。
　本年度は、全校で実施できる
ように努める。
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